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	VOL.
	社会福祉法人武蔵野会　きね川福祉作業所広報誌
	初詣外出での一コマ


	社会福祉法人武蔵野会 きね川福祉作業所
	東京都葛飾区東四つ木3－8－10 電話　03（3694）1577 FAX　03（5698）1757

	施設長のつぶやき
	令和7年を振り返りながら、一年の締め！
	新しい年を迎えて
	　 1/21(水)に新年会を行いました。今年はお一人が年男となり、恒例の獅子舞も登場しお祝いをしました。皆でお菓子を食べながら笑顔で新年を迎えました。ガチャガチャのおみくじを引いたり、新年の抱負を発表したり、みなさん思い思いに楽しまれていました。  今年も引き続き、利用者の皆さまが健康で楽しく過ごしていただける作業所にしていきます。（赤澤）

	毎日の支援から見えるもの
	　11/21(金)に葛飾地区４施設の支援実践報告会が、Zoomを使って開催されました。 　それぞれが今、向き合っている課題や大切にしている支援などの取り組みを聴き、共感や考えさせられた時間となりました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（臼田）
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